
3次元起工測量、3D点群データ作成、ローカライズ作成など
、

情 報 化 施 工



経済財政運営と改革の基本方針2021（令和３年６月閣議決定）
設計、施工、維持管理等の自動化・ＡＩ活用等による効率化などインフラＤＸを進め、特に、中小建設業等の
ＩＣＴ施工の利活用環境の充実等により i-Construction を推進する。

公共工事の品質確保の促進に関する法律（令和元年６月改正）第３条11項
公共工事の品質確保に当たっては、調査等、施工及び維持管理の各段階にお ける情報通信技術の活用
等を通じて、その生産性の向上が図られるように配慮されなければならない

働き方改革実行計画（平成29年３月28日働き方改革実現会議決定）
建設業については、（中略）施工時期の平準化、全面的なICTの活用、書類の簡素化、中小建設企業への
支援等により生産性の向上を進める。

i-Construction（ICT) の必要性及び推進。
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施工段階 営農段階

UAV（ドローン等）

測量・設計等
に活用

資材散布・センシング等に
活用

建設機械の制御
に活用

農業機械の制御
に活用

衛星

GNSS基地局

農地整備による大区画化

GNSS（衛星測位システム）
や座標データを用いたル
ート設定・運転制御

 農業分野では、農業競争力強化を更に加速させるために、スマート農業の社会実装に向けた取組が進められている。
 情報化施工で活用されるＵＡＶ（ドローン等）やＧＮＳＳ（衛星測位システム）は、スマート農業においても活用される技術であり、親和性が高い。

 農業農村整備事業による基盤整備の段階から営農段階との連携を見据えて技術を導入することで、スマート農業導入による農業の生産性向上効
果を更に高めることが期待される。

情報化施工技術とスマート農業の親和性

位置情報

誤差補正情報

※ 「農業農村整備における情報化施工及び３次元データ活用」より

農林水産省農村振興局整備部 施工企画調整室情報化施工推進班（令和４年５月）
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4
GNSS測位とは | 国土地理院
より出典

衛星測位システムとは

衛星測位システムとは、人工衛星を利用して地上の現在位置を計測するためのシステムであり、みちびき（日本）、GPS（アメ
リカ）、GLONASS（ロシア）、Galileo（EU）等のシステムが存在しています。これらの衛星測位システムの総称を
Global Navigation Satellite System（全球測位衛星システム）といい、その頭文字から「GNSS」と表記されます。
日本のみちびきは、日本の上空に長く滞在する準天頂軌道の衛星が主体となって構成され、2018年11月から4機運用されていま
す。 みちびきはアジア・オセアニア地域のみを対象とするためRNSS（Regional Navigation Satellite System）に含まれる場
合もあります。

GNSSを使用した測位のいろいろ➀

単独測位

GNSS衛星から送信される衛星の位置や信号送信時刻などの情
報を1台の受信機で受信することにより、衛星から電波が発信さ
れてから受信機に到達するまでに要した時間を測り、距離に変換
します。位置のわかっているGNSS衛星をいわば動く基準点とし
て、4機以上の衛星からGNSSアンテナまでの同一時刻における
距離を知ることにより、観測点の位置を決定するものです。
この方法は、衛星の位置誤差や衛星からの電波の遅れなどの影

響を受けやすいため、約10mの誤差で位置が決定されます。船
舶や飛行機、自動車などのナビゲーションとして利用されていま
す。
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GNSSを使用した測位のいろいろ➁
相対測位

GNSS衛星の位置を基準とし、GNSS衛星からの電波信号がそれぞ
れの受信機に到達する時間差を測定して、2点間の相対的な位置関係
を求めます。この方法を相対測位と呼びます。2台以上の受信機を使
い、同時に4機以上のGNSS衛星を観測します。観測点での観測には
衛星の位置や信号送信時刻の誤差が含まれていますが、2点の観測値
の差を用いることで共通誤差として消去されます。また対流圏及び電
離層遅延についても2点の観測点が比較的近い場合は同じような大気
由来の誤差の影響を受けるため、2点間の観測量の差をとることで大
幅に影響を小さくすることができます。
測量には単独測位で用いる信号よりもさらに精密に距離を観測でき

る信号（搬送波位相）を利用します。分解能の高い信号と共通誤差の
消去により、100万分の1（10kmで1cmの誤差）の精度で2点間の相
対的な位置関係が分かります。

DGNSS方式・RTK方式
DGNSS（ディファレンシャルGNSS）方式、RTK（リアルタ
イムキネマティック）方式は、位置の分かっている基準局と位置
を求めようとする観測点で同時にGNSS観測を行い、基準局で観
測したデータを無線等を用いて観測点へリアルタイムに送信し、
基準局の位置成果に基づき観測点の位置をリアルタイムに求める
ことができます。
DGNSS方式は、両点で単独測位を行い、基準局において位置

成果と観測された座標値の差を求め、観測点に補正情報として送
信します。
RTK方式は、両点で位相の測定を行い、観測データを測位コン

ピュータへ送信して位置の計算を行います。最近は測位計算をク
ラウドで行うサービスもあります。各種の誤差が消去されること
から、DGNSS方式は数m、RTK-GNSS方式は数cmの誤差で位
置が決定されます。

GNSS測位とは | 国土地理院
より出典
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GNSSを使用した測位のいろいろ③

ネットワーク型RTK測位 VRS方式

ネットワーク型RTK測位は、観測に含まれる誤差を電子基準点のリアルタイム観測データ等を利用して補正することで、リ
アルタイムでcm級の測位を効率的に行う方式です。ネットワーク型RTK測位はいくつかの方式が提案されており、日本を含む
数カ国で既に実用化されているものもあります。

GNSS測位とは | 国土地理院
より出典
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スタティック法VRS方式RTK-GNSS測位

5ｍｍ3～4cm2～3cm精度

不要不要必要無線免許

不要不要必要総務省への届け出

3台以上
※既知点に電子基準点
を使用する場合は1台で
も可

1台（移動局のみ）2台（基地局・移動局）使用する測量機の数

スタティック：120分以上
短縮スタティック：30分以
上

1秒～
※設定で変更可能

1秒～
※設定で変更可能

1点あたりの計測時間

1～4級基準点測量地形測量
縦横断測量 等

地形測量
縦横断測量 等

主な用途

RTK-GNSS測位・VRS方式・スタティック法の比較
GNSS測量は、計測方法によって計測時間や精度・使用する機器の台数・免許や届け出の有無などが異なります。

※弊社では、精度、コストなどを総合的に判断し、RTK-GNSS測位方式を基本に、現場状況に応じ
他方式も検討し最適な方式を選定している。



3次元起工測量、3D点群データ作成、
ローカライズ作成などトータルな対応で、

情報通信技術「ICT (Information and Communication Technology)」取組
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3次元起工測量、3D点群データ作成、ローカライズ作成等トータル支援
弊社では、多数の現場で

3次元起工測量、3D点群データ作成、ローカライズ作成などトータルな対応
も可能ですので、ご相談ください。

対応項目
①3次元起工測量（3次元測量）
②ドローン、地上型レーザースキャナーを使用した現況測量で3D点群データを作成
③2D設計データ（紙）と通常の地形図、縦断図、横断図を元に3D設計データを作成
④ICT建機用設計データ変換→各メーカーのICT重機に合わせたデータ形式に変換
（ライカ、トリンブル対応可能）
⑤現地基準点をGNSSで観測しで各ICTメーカー用のローカライズファイルを作成
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電子基準点

ネットワークRTKデータ配信業者

電子基準点

20km～100km（北海道では30km平均）

現場

2級基準点
3級基準点4級基準点 光波

1級基準点
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Leica ブルドーザ用 iCON iGD3 - 3Dマシンコントロールソリューション

Leica 油圧ショベル用 iCON iXE3 システム
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CAT 313

CAT D8

CAT 320

CAT D1 CAT D3
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GNSS受信アンテナ

3D設計データモニター

平面図

3D設計データモニター

横断図



カーボンニュトラル

低燃費

燃料消費量を抑えながら作業量を増やすこ

とができため、燃料消費量を最大11 %削減。

働き方改革

最大 18% 1時間当たりの作業量が増加

ブレード容量が大きく作業効率が良いため、

44t級ブルドーザーは、20t級ブルドーザーの3
台分の押土量を1台で行うことが可能なため、
ブルドーザ運転手の人員削減も可能です。

20

44ｔ級ブルドーザー

50ｔクレーンでの組み立て

ICT搭載

ICT搭載

排土板重量7ｔ＋車体重量35ｔ

総重量 42ｔ

20ｔ級ブルドーザー
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機械にインポートされた３次元データを基にGNSSを利用して位置情報をリアルタイムに取得しオ
ペレータはマシンコントールとマシンガイダンスで状況に応じて機内モニタで設計断面とのズレを確
認しながら正確に掘削する。


